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企
業
誘
致
の
推
進
と
商
工
業
と

の
連
携
に
よ
る
地
域
振
興

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
南

幌
工
業
団
地
販
売
戦
略
に
基
づ

き
、
様
々
な
媒
体
を
活
用
し
た

広
告
宣
伝
活
動
を
は
じ
め
、
道

外
企
業
立
地
フ
ェ
ア
へ
の
出
展

な
ど
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
南
幌
工
業
団
地
企
業

協
議
会
と
の
情
報
交
換
を
始

め
、
金
融
機
関
や
不
動
産
業
と

も
積
極
的
に
情
報
交
流
を
進
め

ま
す
。

商
工
業
事
業
者
へ
の
経
営
支

援
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
中

小
企
業
の
育
成
振
興
等
を
目
的

に
特
別
融
資
制
度
と
小
口
融
資

制
度
を
町
独
自
に
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
現
在
、
融
資
条
件

等
の
理
由
か
ら
「
北
海
道
中
小

企
業
総
合
振
興
資
金
融
資
制

度
」
を
中
心
に
活
用
さ
れ
て
い

る
た
め
、
町
の
２
つ
の
融
資
制

度
を
平
成

年
度
末
で
廃
止
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し
、「
南
幌
町
中
小
企
業
総
合
振

興
資
金
利
子
補
給
制
度
」
に
よ

り
、
今
後
も
中
小
企
業
者
の
負

担
軽
減
を
促
進
し
ま
す
。

商
工
会
運
営
支
援
に
つ
い
て

は
、
経
営
改
善
普
及
事
業
及
び

地
域
振
興
事
業
に
対
す
る
支
援

を
図
る
こ
と
で
地
域
振
興
の
発

展
に
努
め
ま
す
。

子どもたちが「ふるさと南幌」を実感できるまちづくりの実現に向けて

第１回議会定例会で平成28年度の町政執行方針と教育行

政執行方針が述べられ、新年度の南幌町の基本方針が示さ

れました。その要旨と主要事業の予算概要についてお知

らせします。

備
事
業
晩
翠
地
区
ほ
か
４
地
区

の
円
滑
な
事
業
推
進
と
強
靭
な

農
業
経
営
基
盤
を
構
築
で
き
る

よ
う
農
業
農
村
整
備
事
業
を
加

速
的
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
担
い
手
・
後
継
者
対

策
と
し
て
は
、
本
町
の
実
状
に

即
し
、
親
元
就
農
な
ど
で
国
の

制
度
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
方

へ
の
給
付
金
支
給
制
度
と
し
て

「
ふ
る
さ
と
就
農
促
進
事
業
」
な

ど
に
よ
り
、
後
継
者
確
保
と
担

い
手
の
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、
近
年
、
情
報
通
信
技
術
を

農
業
に
転
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
の
発
展
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
器
の
高
精
度
な
運
用
に

向
け
た
環
境
整
備
に
努
め
、
本

町
農
業
の
将
来
世
代
へ
の
発
展

継
承
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
進

め
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
町
で
実
施
し
て

い
る
食
育
事
業
を
網
羅
し
、
お

子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅

広
い
世
代
の
方
へ
、『
農
業
が
も

つ
「
食
」
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝

え
る
』
と
い
う
本
町
食
育
に
お

け
る
基
本
理
念
の
浸
透
と
健
康

的
な
食
生
活
の
普
及
促
進
を
図

る
た
め
、
本
年
度
か
ら
５
ヵ
年

の
期
間
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る

「
南
幌
町
食
育
推
進
計
画
」
に
基

づ
き
食
育
事
業
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

今
日
の
地
方
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
経
済
変
動
や
社
会

構
造
の
変
化
、
さ
ら
に
人
口
減

少
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、

変
革
期
を
迎
え
、
極
め
て
重
要
な

時
期
に
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
本
年
度

は
、「
第
５
期
総
合
計
画
」
の
最
終

年
を
迎
え
、
そ
の
計
画
実
現
に
向

け
て
一
層
邁
進
す
る
と
と
も
に
、

平
成

年
度
を
初
年
度
と
し
た
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「
第
６
期
総
合
計
画
」
の
策
定
、

並
び
に
「
南
幌
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
」
を
着
実
に
取

り
進
め
ま
す
。

将
来
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、

夢
と
希
望
に
満
ち
た
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
私
の
責
務
で
す
。

第
１
「
元
気
づ
く
り
の
ま
ち
」

農
業
振
興
と
地
産
地
消
・
交
流
の

推
進昨

年

月
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
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大
筋
合
意
に
達
し
た
こ
と
に
よ

り
、
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、

厳
し
い
局
面
を
迎
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

国
で
は
、「
攻
め
の
農
林
水
産

業
へ
の
転
換
」
と
「
経
営
安
定
・

安
定
供
給
の
た
め
の
備
え
」
を

２
本
柱
と
し
て
施
策
を
展
開
す

る
こ
と
で
、
生
産
者
の
不
安
を

払
拭
し
、
農
業
を
成
長
産
業
へ

と
導
く
「
農
政
新
時
代
」
を
前

面
に
掲
げ
て
お
り
、
本
町
に
お

い
て
も
支
援
策
を
有
効
に
活
用

し
、
農
業
経
営
の
向
上
発
展
に

関
係
機
関
と
一
体
と
な
り
、
鋭

意
取
り
組
み
ま
す
。

本
町
は
、
基
幹
作
物
で
あ
る

米
を
中
心
に
小
麦
、
大
豆
、
野

菜
な
ど
、
昨
年
は
、
全
て
の
農

作
物
が
過
去
に
例
を
見
な
い
ほ

ど
の
豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
将
来
に
向
け

て
さ
ら
に
持
続
的
、
安
定
的
な

発
展
を
図
る
た
め
、
良
質
良
食

味
米
の
安
定
生
産
や
新
技
術
の

導
入
に
精
力
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
そ
の
基
盤
を
支
え
る

土
地
改
良
事
業
は
、
既
に
実
施

し
て
い
る
経
営
体
育
成
基
盤
整
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に
ぎ
わ
い
の
あ
る
街
づ
く
り
の

推
進多

く
の
町
民
が
集
い
、
交
流

の
場
と
な
る
「
商
工
会
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」
や
「
農
協
夜
ま
つ

り
」
な
ど
、
町
内
開
催
イ
ベ
ン

ト
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
観
光
振
興
に
つ
い
て

は
、
町
観
光
協
会
を
中
心
に
町

外
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
積

極
的
に
出
店
す
る
と
と
も
に
、

南
空
知
４
町
広
域
観
光
連
携
事

業
に
よ
り
、
札
幌
圏
で
開
催
さ

れ
る
物
産
展
な
ど
に
参
加
し
、

町
特
産
品
や
観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
ま
す
。

南
幌
温
泉
に
つ
い
て
は
、
町

民
の
健
康
維
持
管
理
と
体
力
の

増
進
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

町
民
無
料
入
浴
券
の
配
布
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

み
ど
り
野
団
地
の
販
売
促
進

は
、
北
海
道
及
び
住
宅
供
給
公

社
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
す
る

と
と
も
に
、
三
者
で
構
成
し
て

い
る
「
み
ど
り
野
ワ
ー
キ
ン
グ
」

に
お
い
て
、
一
層
効
果
的
な
施

策
や
事
業
と
な
る
よ
う
協
議
を

進
め
ま
す
。

「
南
幌
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及

び
「
南
幌
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
、

人
口
減
少
を
抑
制
す
る
た
め
の

施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
子
育

て
世
代
が
定
住
し
た
く
な
る
住

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
住
宅
建
築
費
に
対
す

る
助
成
を
行
い
、
み
ど
り
野
団

地
の
分
譲
並
び
に
定
住
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
へ
の
移
住
を
推

進
す
る
た
め
、
首
都
圏
で
の
北

海
道
暮
ら
し
フ
ェ
ア
へ
の
出
展

や
本
町
で
の
日
常
の
暮
ら
し
を

体
験
す
る
移
住
体
験
事
業
を
実

施
し
、
町
の
魅
力
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
知
名
度
向

上
と
移
住
定
住
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

第
２
「
人
づ
く
り
の
ま
ち
」

す
べ
て
の
世
代
が
生
涯
に
わ

た
り
自
ら
学
び
、
学
ん
だ
成
果

を
地
域
で
生
か
し
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
充
実
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
本
町
の

教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
振
興

を
図
り
豊
か
な
人
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
の
推
進

少
子
化
・
高
齢
化
、
高
度
情

報
化
な
ど
教
育
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い

る
中
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
や

支
え
合
い
の
希
薄
化
に
よ
る
教

育
力
の
低
下
、
家
庭
教
育
の
充

実
の
必
要
性
、
さ
ら
に
は
子
ど

も
た
ち
の
学
力
・
学
習
意
欲
や

規
範
意
識
、
体
力
・
運
動
能
力

な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
の
成
長
を
見
据
え
な
が

ら
「
確
か
な
学
力
」・「
豊
な
心
」・

「
健
や
か
な
身
体
」
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
育
て
る
教
育
を
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
実

現
で
き
る
よ
う
、
よ
り
良
い
教

育
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。国

際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人

材
育
成
と
し
て
、
外
国
の
現
地

学
校
で
短
期
留
学
し
、
生
き
た

英
語
力
を
習
得
す
る
「
中
学
生

国
際
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」

を
、
本
年
度
も
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

学
校
給
食
で
は
、
南
幌
産
米

な
ど
の
使
用
に
よ
る
基
幹
作
物

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
取
り

組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
保

護
者
負
担
軽
減
策
と
し
て
、
引

き
続
き
給
食
用
米
を
全
額
町
費

農業振興と地産地消・交流の推進

担い手育成対策事業 9,736千円
毅農業体験婚活ツアー事業 毅若手女性農業者支援

毅４Ｈクラブ活動補助

毅ＧＰＳ利用にかかるＲＴＫ基地局の設置（新規）

毅ふるさと就農促進給付金事業（新規）

毅新規就農支援研修等助成金（新規）など

地産地消活動推進事業 547千円
毅ファーム通信の発行 毅移動直売会の実施

毅朝市・花市の活動支援 毅キャベツキムチ町民還元事業

毅特産品加工事業 毅地産地消コンテスト事業

食育活動推進事業 570千円
毅親子農業体験塾 毅バケツ稲づくり学習

毅地元農産物を利用した料理・加工教室

毅子育て支援米支給

※乳幼児健診等を受診した６ヵ月、 １歳６ヵ月、３歳の乳幼児

に支給

企業誘致の推進と商工業との連携による地域振興

企業誘致推進事業 5,704千円
毅対象業種を絞った積極的な企業誘致訪問活動

毅各種情報媒体を活用した広告宣伝活動の実施

毅道外企業立地フェアへのブース出展によるＰＲ活動（新規）

中小企業資金利子補給事業 3,246千円
毅中小企業総合振興資金利子補給

毅中小企業特別融資資金利子補給

にぎわいのある街づくりの推進

新規子育て世代住宅建築助成事業 20,000千円
人口減少の抑制及び定住の促進並びに活性化を図るため、子育

て世代に限定して住宅建築費を助成
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で
負
担
し
ま
す
。

ま
た
、
高
等
学
校
へ
の
通
学

に
対
す
る
「
高
校
生
通
学
費
補

助
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
、

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

南
幌
高
校
に
つ
い
て
は
、
入

学
者
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
生
徒
の
将
来
に

向
け
た
進
路
実
現
を
応
援
す
る

た
め
、
資
格
取
得
補
助
を
拡
大

す
る
ほ
か
、
新
た
に
進
学
入
学

金
補
助
、
海
外
研
修
補
助
を
創

設
し
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進

生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ぽ
ろ
ろ
」

に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
開
設
以

来
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
町
民
誰
も
が
、

家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域
社

会
で
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
学
習

機
会
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
生

涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
、

「
南
幌
町
生
涯
学
習
推
進
基
本

構
想
」
を
策
定
し
ま
す
。

現
在
、
建
設
を
進
め
て
い
る

新
た
な
町
民
プ
ー
ル
は
、
い
よ

い
よ
本
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
町
民
の
体
力
づ
く
り
や

健
康
増
進
を
図
る
た
め
各
種
事

業
を
展
開
し
ま
す
の
で
、
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

芸
術
・
文
化
に
接
す
る
機
会

の
充
実
や
様
々
な
活
動
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
は
、
人
々
の
創

造
性
や
感
性
を
育
み
、
心
豊
か

な
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
重

要
で
あ
り
ま
す
。
文
化
協
会
を

は
じ
め
と
す
る
各
団
体
と
の
連

携
・
協
力
を
深
め
、
町
民
の
芸

術
・
文
化
活
動
の
一
層
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

姉
妹
町
交
流
の
推
進

平
成

年
の
姉
妹
町
締
結
以
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来
７
年
目
を
迎
え
た
、
熊
本
県

多
良
木
町
と
の
交
流
は
、
町
民

が
相
互
に
両
町
を
訪
問
し
交
流

す
る
助
成
事
業
の
実
施
に
よ

り
、
多
良
木
町
を
訪
問
す
る
な

ど
、
交
流
の
輪
が
少
し
ず
つ
広

が
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
児

童
交
流
、
物
産
交
流
を
始
め
、

相
互
の
友
好
親
善
と
理
解
を
深

め
、
一
層
の
交
流
を
図
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

第
３
「
安
心
づ
く
り
の
ま
ち
」

健
康
増
進
対
策
と
子
育
て
支
援

の
推
進

健
康
増
進
対
策
に
つ
い
て

は
、
特
定
健
康
診
査
、
特
定
保

健
指
導
、
各
種
が
ん
検
診
の
実

施
に
よ
り
生
活
習
慣
病
の
予
防

を
図
り
ま
す
。

特
に
、
各
種
が
ん
検
診
は
、

受
診
時
の
自
己
負
担
額
を
見
直

し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
受

診
機
会
の
拡
大
を
図
り
、
個
別

勧
奨
等
に
よ
り
、
が
ん
の
早
期

発
見
に
努
め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
特
定

健
康
診
査
で
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
や

未
受
診
者
へ
の
個
別
勧
奨
を
実

施
し
受
診
率
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
特
定
保
健
指
導
で
は
、

保
有
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
活
用

し
な
が
ら
個
別
指
導
や
集
団
指

導
を
実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
健
康
で
自
分
ら
し

い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
推
進
に
向
け
て
、
地
域
支
援

事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

新
規
事
業
と
し
て
、
介
護
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事

業
を
実
施
し
、
高
齢
者
が
ボ
ラ

学校教育の推進

新規南幌高等学校支援事業 3,600千円
毅進学入学金補助：大学20万円、短大・専門学校10万円

毅資格取得検定料補助：各種資格の取得に係る検定料を、全額補

助に拡充

毅海外研修補助：３年に一度実施している海外研修の事業費に対

して３分の１を補助

中学生国際留学プログラム事業 5,550千円
国際社会で活躍できる人材を育成するため、外国の現地学校へ

短期留学及びホームステイ

・対象：町内に住所を有する中学生で英語検定３級取得もしくは

ＴＯＥＩＣスコア400点以上 ・期間：14日間

新規スクールバス更新事業（通学バス運営事業）26,800千円
児童生徒の安全な通学手段を確保するため、スクールバスを更

新

給食運営事業 13,680千円
毅米補助事業：南幌産の給食米を町が全額負担

毅調理機器の更新：蒸気回転釜・スチームオーブンコンベクション

社会教育の推進

各種スポーツ・レクリエーション教室等運営事業 2,522千円
町民の健康維持や体力の向上と生涯スポーツの環境整備を図る

ため、各種スポーツ教室等を開催

毅フィットネス教室 毅キッズ水泳教室（新規）

毅町民スイミングスクール（新規）ほか

姉妹町交流の推進

姉妹町交流事業 3,068千円
毅小学生を対象とした児童相互交流 毅物産交流

毅姉妹町交流研修補助金

※町内団体等が実施する姉妹町への研修経費に対して一部助成
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ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
、
社

会
活
動
を
通
じ
て
健
康
で
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
目
指

し
ま
す
。

ま
た
、
従
来
か
ら
実
施
し
て

い
る
事
業
に
加
え
、
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
事
業
、
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ

事
業
や
町
民
プ
ー
ル
を
活
用
し

た
水
中
運
動
事
業
を
実
施
し
、

介
護
予
防
に
資
す
る
多
様
な
機

会
を
提
供
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
度
事
業
化
し

た
高
齢
者
等
住
宅
屋
根
雪
下
ろ

し
助
成
事
業
を
継
続
実
施
し
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
在
宅
で
の

生
活
を
支
援
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

は
、「
南
幌
町
障
が
い
者
計
画
」

と
「
南
幌
町
障
が
い
福
祉
計
画
」

の
進
捗
状
況
の
管
理
・
評
価
を

行
い
、
計
画
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
支
え
あ
い
、
と
も
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

地
域
に
お
い
て
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
よ
う
障
が
い
者
福
祉
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
も
南
幌
町
障

が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
を
中

心
に
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を

図
り
、
成
年
後
見
制
度
の
普
及
・

啓
発
の
た
め
の
講
演
会
開
催
や

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
と
の
交

流
、
文
化
活
動
の
促
進
支
援
者

と
し
て
期
待
さ
れ
る
手
話
奉
仕

員
の
養
成
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

母
子
保
健
事
業
の
充
実
に
向
け

て
、
子
育
て
支
援
事
業
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
子
育

て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
新
た

に
作
成
す
る
と
と
も
に
、
子
育

て
の
相
互
援
助
で
あ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

も
、
広
報
誌
等
で
事
業
の
周
知

を
よ
り
一
層
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
の
健
康
増

進
と
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
し
、
子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
、
小
学
生
以

下
の
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料

化
を
実
施
し
ま
す
。

せ
わ
ず
き
・
せ
わ
や
き
隊
に

つ
い
て
は
、
隊
員
皆
さ
ん
の
活

動
に
よ
り
、
学
童
の
見
守
り
・

声
か
け
活
動
が
円
滑
に
で
き
る

よ
う
引
き
続
き
必
要
な
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
新
規
会
員
の

加
入
促
進
に
努
め
ま
す
。

地
域
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
生
活
困
窮
家
庭
や
ひ
と
り

親
家
庭
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
の

行
政
に
よ
る
支
援
の
ほ
か
、
民

生
委
員
児
童
委
員
に
よ
る
見
守

り
活
動
や
青
少
年
な
ど
の
更
生

保
護
業
務
を
担
う
保
護
司
活

動
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
を
担

う
人
権
擁
護
委
員
活
動
等
を
引

き
続
き
支
援
す
る
と
と
も
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
関
係
団

体
と
の
連
携
を
密
に
し
、
地
域

福
祉
活
動
の
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

町
立
病
院
の
維
持
と
地
域
の
医

療
連
携
強
化

町
立
病
院
は
、
町
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
身
近
な
、

か
か
り
つ
け
医
と
し
て
の
機
能

を
基
本
に
病
院
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

医
療
提
供
体
制
は
、
江
別
市

立
病
院
よ
り
院
長
職
を
担
う
医

師
を
含
め
、
２
名
の
常
勤
医
師

の
支
援
を
受
け
ま
す
。
診
療
科

と
し
て
は
外
科
医
師
の
退
職
に

伴
い
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
内
科

を
２
名
体
制
と
し
て
よ
り
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
外
科
的
治

療
の
初
期
対
応
を
含
め
、
専
門

医
等
と
適
切
な
連
携
の
う
え
で

対
応
し
ま
す
。
今
後
も
江
別
市

立
病
院
と
よ
り
一
層
の
連
携
・

協
力
体
制
の
も
と
、
安
定
的
な

地
域
医
療
を
確
保
し
ま
す
。

病
院
経
営
に
つ
い
て
は
、
入

院
患
者
数
の
減
少
に
伴
い
よ
り

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

新
た
な
体
制
で
持
続
可
能
な
病

院
と
し
て
経
営
の
安
定
化
を
図

り
、
患
者
中
心
の
医
療
の
提
供

を
行
う
と
と
も
に
、
健
診
業
務

な
ど
の
予
防
医
療
の
取
り
組
み

に
努
め
、
町
民
の
健
康
を
支
え

る
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
ま
す
。

健康増進対策と子育て支援の推進

成人保健事業 13,037千円
毅健康教育、健康相談 毅各種がん検診 毅脳検診

高齢者在宅支援事業 4,972千円
毅緊急通報装置設置 毅除雪サービス 毅屋根雪下ろし助成

地域支援事業 13,842千円
高齢者が健康で自立した生活が送れるよう介護予防を推進

毅高齢者イキイキ健康マージャン事業（新規）

毅高齢者元気ハツラツ事業（新規）

毅地域づくりサロン運営補助（新規）

毅介護支援ボランティアポイント事業（新規）

ひとり親家庭等医療費助成事業 4,562千円
乳幼児等医療費助成事業 9,007千円
児童生徒等医療費助成事業 10,457千円

ひとり親家庭等及び乳幼児等医療費助成事業においては、北海

道医療給付事業として、また、児童生徒等医療費助成事業は北海

道医療給付事業の対象とならない小学生（通院のみ）中学生から

高校生等（入院及び通院）の医療費の一部助成を行っているが、

今年度より拡充を行い、小学生以下の医療費について全額助成し、

更なる子育て世帯の経済的負担の軽減を図る。
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災
害
に
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
の

推
進治

水
対
策
に
つ
い
て
は
、
千

歳
川
河
川
整
備
計
画
に
基
づ
き

千
歳
川
、
旧
夕
張
川
の
堤
防
整

備
及
び
旧
夕
張
川
の
河
道
掘
削

が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
遊

水
地
に
つ
い
て
も
昨
年
に
引
き

続
き
遊
水
地
内
の
掘
削
、
周
囲

堤
の
盛
土
、
樋
門
な
ど
の
工
事

が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
今

後
も
こ
れ
ら
の
整
備
が
一
層
図

ら
れ
る
よ
う
関
係
市
町
と
連
携

し
要
望
活
動
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
内
水
排
除
施
設
の
点

検
、
整
備
、
補
修
に
よ
り
施
設

の
機
能
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
普
通
河
川
及
び
幹
線
排
水

路
の
排
水
能
力
確
保
の
た
め
、

計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
急

激
な
気
象
変
化
に
伴
う
自
然
災

害
を
想
定
し
、
防
災
機
能
の
強

化
と
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
は
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年

度
、
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

へ
の
更
新
工
事
を
行
い
、
加
え

て
、
全
世
帯
に
戸
別
受
信
機
を

設
置
し
、
緊
急
時
に
迅
速
か
つ

安
定
的
な
情
報
を
伝
達
す
べ

く
、
平
成

年
４
月
の
運
用
開

29

始
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
円

滑
な
応
急
活
動
に
資
す
る
た

め
、
食
料
・
生
活
必
需
品
・
避

難
所
資
機
材
等
の
備
蓄
品
の
整

備
を
引
き
続
き
計
画
的
に
進
め

ま
す
。

な
お
、
本
年
度
は
、
防
災
関

係
機
関
並
び
に
関
係
団
体
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
町
民
誰
も
が

参
加
で
き
る
「
南
幌
町
防
災
フ

ェ
ス
タ
」
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
地
域
に
出
向
い
た
防
災
学

習
会
や
自
助
・
共
助
・
公
助
の

理
解
促
進
等
、
災
害
が
発
生
し

た
際
に
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
「
減
災
」
の
啓
発
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

環
境
づ
く
り
対
策
の
推
進

ご
み
処
理
対
策
に
つ
い
て

は
、
南
空
知
公
衆
衛
生
組
合
と

連
携
し
、
３
Ｒ
活
動
に
よ
る
、

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
有
効

活
用
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
に
対
応
す

べ
く
定
期
的
な
巡
回
、
啓
発
看

板
等
の
設
置
を
行
う
な
ど
衛
生

的
な
生
活
環
境
の
維
持
を
図
る

た
め
、
南
幌
町
環
境
衛
生
組
合

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

２
市
４
町
で
構
成
す
る
道
央

廃
棄
物
処
理
組
合
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
は
焼
却
施
設
建
設

に
向
け
た
候
補
地
を
選
定
し
、

本
年
度
は
建
設
地
決
定
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

水
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

は
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落

排
水
の
適
正
な
管
理
を
継
続
し

な
が
ら
事
業
を
推
進
し
、
農
村

地
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境

の
改
善
を
図
る
た
め
合
併
浄
化

槽
設
置
助
成
を
引
き
続
き
実
施

し
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
長
幌
上
水
道
企
業
団

に
お
い
て
、
本
町
市
街
地
を
中

心
に
水
道
水
を
供
給
し
て
い
る

第
２
浄
水
場
は
、
建
築
後

年
35

が
経
過
し
て
お
り
施
設
の
改
修

を
含
め
検
討
を
進
め
ま
す
。

緑
化
活
動
に
つ
い
て
は
、
緑

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

消
防
団
活
動
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財

産
保
護
の
た
め
、
献
身
的
に
職

務
に
精
励
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
、
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

救
急
活
動
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
の
搬
送
が
増
加
し
て
お
り

救
急
車
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
現
有
の
救
急
車
が
老

朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
更
新

を
行
い
、
高
度
な
救
急
体
制
を

維
持
し
ま
す
。

ま
た
、
救
急
救
命
士
教
育
訓

練
の
継
続
と
救
急
処
置
が
拡
大

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
処
置
を
万

全
に
行
え
る
よ
う
救
急
救
命
士

を
１
名
養
成
し
、
救
急
隊
員
の

育
成
強
化
に
努
め
ま
す
。

生
活
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
南
幌
町
生
活
安
全
推
進
協

議
会
を
主
体
と
し
て
、
関
係
機

関
や
地
域
へ
の
情
報
提
供
を
図

り
、
栗
山
警
察
署
と
の
連
携
を

強
化
し
、
特
殊
詐
欺
な
ど
の
犯

罪
の
発
生
・
被
害
の
未
然
防
止

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
本
年

度
か
ら
事
件
・
事
故
等
の
抑
止

対
策
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
を

計
画
的
に
設
置
し
ま
す
。

な
お
、
引
き
続
き
公
共
事
業

等
か
ら
の
暴
力
団
関
係
事
業
者

の
排
除
を
は
じ
め
、
安
心
・
安

全
な
住
民
生
活
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

災害に備えたまちづくりの推進

新規防犯カメラ設置事業 2,022千円
事件、事故等の抑止対策として防犯カメラを計画的に設置

毅設置場所：役場庁舎、南幌消防バス停前

新規防災行政無線整備事業 539,450千円
毅防災行政無線整備工事施工監理業務委託

毅防災行政無線整備工事

※内訳 同報系無線整備工事（戸別受信機全戸配布含む）

移動系無線整備工事

新規高規格救急自動車更新事業 32,814千円
救急業務の高度化を図るため、高規格救急自動車を更新

環境づくり対策の推進

緑化活動推進事業 2,840千円
町民の環境緑化に対する意識を高め、行政区等が行う町内の植

樹帯、公園、緑地帯等の公共用地の緑化活動に対し助成

新規町公営住宅管理事業 13,824千円
南幌町公営住宅等長寿命化計画に基づく、栄町団地町公営住宅

１棟12戸の給排水等改修工事
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る
た
め
、
都
市
公
園
や
緑
地
帯

な
ど
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
が
自
主
的
に
行
う
緑

化
活
動
に
対
し
花
苗
の
支
給
及

び
支
援
を
行
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
実
施
し
た
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
に
つ
い

て
は
、
住
宅
の
安
全
性
や
耐
久

性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
公
営
住
宅
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
安
全
に
長
く

使
い
続
け
る
た
め
の
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
、
栄
町
団
地
の

給
排
水
設
備
の
改
修
を
年
次
計

画
に
沿
っ
て
進
め
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
の

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を
推
進
す
る

た
め
、
稲
わ
ら
ペ
レ
ッ
ト
普
及

の
た
め
の
課
題
と
し
て
、「
一
般

家
庭
へ
の
ス
ト
ー
ブ
の
商
品

化
」「
ペ
レ
ッ
ト
の
含
水
率
の
均

は
、
交
通
空
白
地
域
の
解
消
や

高
齢
者
の
外
出
促
進
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
国
の
フ
ィ
ー
ダ
ー

系
統
補
助
事
業
を
受
け
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

か
ら
、
運
行
経
路
の
見
直
し
や

市
街
地
の
主
要
乗
降
場
所
の
看

板
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

年
度
も
運
行
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
地
域
の
高
齢
化

の
動
向
を
注
視
し
、
民
間
バ
ス

事
業
者
と
も
情
報
交
換
を
行

い
、
将
来
的
な
本
町
の
地
域
公

共
交
通
の
あ
り
方
を
南
幌
町
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

議
論
し
ま
す
。

道
央
圏
連
絡
道
路
の
中
樹
林

道
路
に
つ
い
て
は
、
用
地
買
収

及
び
物
件
補
償
が
ほ
ぼ
終
了

し
、
地
盤
改
良
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
引
き
続
き
工
事
が

進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
長
沼
南
幌
道
路
に
つ
い
て

も
、
用
地
買
収
、
物
件
補
償
な

ど
を
行
う
予
定
で
す
。
今
後
と

も
一
層
整
備
促
進
が
図
ら
れ
る

よ
う
関
係
自
治
体
か
ら
な
る
期

成
会
に
よ
る
要
望
活
動
を
進
め

ま
す
。

ま
た
、
町
道
の
維
持
補
修
を

計
画
的
に
行
う
と
と
も
に
、
除

排
雪
体
制
を
整
え
、
安
全
な
道

路
を
確
保
し
生
活
環
境
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

一
性
の
確
保
」「
稲
わ
ら
の
収
集

か
ら
保
管
、
製
造
ラ
イ
ン
の
構

築
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
課
題
解
決
の
た
め
、
南

幌
町
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
促
進

協
議
会
に
お
い
て
協
議
す
る
と

と
も
に
、
北
海
道
及
び
北
海
道

大
学
の
指
導
を
仰
ぎ
、
同
大
学

で
運
営
し
民
間
企
業
も
参
画
す

る
「
循
環
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

シ
ス
テ
ム
分
野
研
究
会
」
か
ら

も
情
報
交
換
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
な
ど
、
産
学
官
で
連
携

を
図
り
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

購
入
補
助
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
稲
わ
ら
を
資
源
と
し
た
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

交
通
対
策
の
推
進

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
南
幌
町
交
通
安
全
運
動
推

進
協
議
会
を
中
心
に
栗
山
警
察

署
、
交
通
安
全
関
係
団
体
並
び

に
行
政
区
、
町
内
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
交
通
安
全
運
動

及
び
啓
発
運
動
を
通
じ
、
町
民

一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識

の
向
上
に
努
め
、
交
通
事
故
の

減
少
と
死
亡
事
故
の
撲
滅
を
目

指
し
ま
す
。

町
民
の
交
通
対
策
と
し
て
運

行
し
て
い
る
町
内
巡
回
バ
ス

第
４
「
信
頼
づ
く
り
の
ま
ち
」

住
民
自
治
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

第
５
期
総
合
計
画
の
基
本
理

念
に
基
づ
き
、
町
民
と
職
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
、「
地
域
担
当
職
員
制

度
」「
職
員
出
前
講
座
」
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
私

と
意
見
交
換
で
き
る
「
故
郷
ふ

れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
通

じ
て
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ご
意

見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
と

も
に
議
論
し
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

な
お
、
行
政
区
、
町
内
会
な

ど
地
域
ご
と
に
開
催
す
る
「
行

政
懇
談
会
」
に
つ
い
て
は
、「
第

６
期
総
合
計
画
」
に
反
映
す
べ

く
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等

を
い
た
だ
く
た
め
開
催
し
ま

す
。

新エネルギーの推進

地域新エネルギー推進事業 1,289千円
毅バイオマス利活用促進協議会の開催

毅ペレットストーブ購入費補助

交通対策の推進

生活路線等交通対策事業 1,793千円
毅町内巡回バス運行による町民の交通確保

週２日（火・木曜日）、１日３便、全便町内全域を運行

毅南幌町地域公共交通活性化協議会の開催

交通安全対策推進事業 5,507千円
毅小中学生等への夜光反射材を配布

毅交通安全推進員・交通安全指導員の設置

毅町内一円での交通安全旗掲揚

毅交通危険箇所対策

毅交通安全運動推進協議会等との連携協力

毅交通安全教育への協力

新規橋梁長寿命化修繕事業 8,150千円
町道に架けられている橋梁を法に基づく点検と、橋梁長寿命化

修繕計画に基づく修繕等
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現
代
の
情
報
化
の
流
れ
の
中

で
重
要
な
役
割
を
担
う
、
南
幌

町
の
顔
で
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
他
、
昨
年
度
に
開
設
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
交
流
サ
イ

ト
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
を
活

用
し
、
企
業
誘
致
、
み
ど
り
野

団
地
販
売
、
移
住
、
観
光
な
ど

一
層
の
情
報
発
信
を
行
う
と
と

も
に
、
南
幌
町
の
知
名
度
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、
町
民
と
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
一
層
推
進
す
る
た

め
、「
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事

業
」
を
継
続
し
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
個
人
町
民
税
の
２
％
を

活
用
し
、
町
民
の
提
案
と
行
政

の
協
働
で
施
策
化
、
事
業
化
す

る
場
合
に
補
助
金
を
交
付
す
る

も
の
で
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性

化
」「
地
域
交
流
推
進
」
の
３
つ

の
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
、
多
く
の

提
案
を
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待

す
る
と
と
も
に
制
度
内
容
に
つ

い
て
一
層
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま

す
。

財
政
基
盤
の
強
化
と
行
政
改
革

の
推
進

町
税
は
、
町
財
政
の
根
幹
を

な
す
、
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ

り
税
収
確
保
は
極
め
て
重
要
で

す
。課

税
に
つ
い
て
は
、
税
負
担

の
公
平
と
公
正
に
基
づ
き
適
正

な
課
税
客
体
の
把
握
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
納
税
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
滞
納
者
を
出
さ
な
い
よ

う
納
期
内
納
付
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
滞
納
者
に
は
生
活

実
態
に
応
じ
て
徴
収
猶
予
や
分

割
納
付
、
不
誠
実
な
滞
納
者
に

は
財
産
等
の
差
押
え
な
ど
滞
納

処
分
を
毅
然
と
し
て
臨
み
、
財

源
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
全
国
各

地
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
附
金
を
い

た
だ
き
、
お
返
し
に
農
産
物
を

中
心
と
し
た
本
町
の
特
産
品
を

贈
呈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の

Ｐ
Ｒ
や
産
業
振
興
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
寄
附
金
は
、
寄
附

を
さ
れ
た
方
の
想
い
を
大
切
に

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
支
援
事

業
な
ど
の
貴
重
な
財
源
と
し
て

有
効
に
活
用
し
ま
す
。

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
大
幅
な
歳
入

増
加
が
期
待
で
き
な
い
一
方

で
、
歳
出
で
は
社
会
保
障
関
係

費
の
増
加
、
さ
ら
に
今
後
は
公

共
施
設
の
改
修
等
に
よ
り
投
資

的
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
や
資

源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、「
行
財
政
改
革
実
行
計

画
」
に
基
づ
き
持
続
可
能
な
財

政
規
模
を
維
持
し
な
が
ら
財
政

基
盤
の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

広
域
連
携
で
は
、
都
道
府
県

並
び
に
近
隣
市
町
と
の
連
携
し

た
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
連
携
の

枠
組
み
を
模
索
し
な
が
ら
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
ま
す
近
隣
３

町
と
の
連
携
検
討
会
議
で
の
議

論
を
は
じ
め
、
江
別
市
等
関
係

自
治
体
と
の
学
生
地
域
定
着
事

業
の
連
携
、
南
空
知
ふ
る
さ
と

市
町
村
圏
組
合
、
一
部
事
務
組

合
な
ど
と
一
層
の
連
携
強
化
を

進
め
ま
す
。

「
第
６
期
総
合
計
画
」
の
策
定

現
行
の
「
第
５
期
総
合
計
画
」

が
本
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
新
た
に
平
成

年
29

度
か
ら
平
成

年
度
ま
で
の

38

10

年
間
を
期
間
と
す
る
「
第
６
期

総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

策
定
に
あ
た
り
、
計
画
策
定
審

議
会
の
他
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
な
ど
必
要
な
体
制
を

設
け
、
町
民
各
般
、
各
層
か
ら

広
く
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
の
意
見
を
伺
う
機
会
を
つ

く
る
な
ど
、
長
期
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

な
お
、「
南
幌
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
」
に
盛
り
込

ん
だ
施
策
や
事
業
に
つ
い
て

は
、
総
合
計
画
に
反
映
し
ま
す
。

ま
た
、
総
合
計
画
の
策
定
に

即
し
、「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
及
び
「
住
宅
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
も
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住民自治による協働のまちづくりの推進

協働まちづくり推進事業 5,800千円
地域コミュニティの活性化や特色あるまちづくりを目的に、住民

自ら考え行動し汗を流す活動に対し補助金を交付し、協働のまちづ

くり活動を支援

毅まちづくり活動支援事業補助金

財政基盤の強化と行政改革の推進

ふるさと応援寄附事業 30,788千円
全国各地の皆さんから寄付金を募り、お返しに特産品を贈呈する

ことにより、町のＰＲや産業振興につなげる

毅寄付金額に応じて、町の農産物を中心とした特産品を謝礼品とし

て贈呈

第６期総合計画の策定

総合計画策定事業 2,402千円
計画期間が平成28年度までの第５期総合計画にかわる第６期総合

計画を策定するにあたり、計画づくりの基礎となる町民アンケート

調査等を実施
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１

学
校
教
育
の
推
進

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学

習
指
導
要
領
の
理
念
で
あ
る
「
生

き
る
力
」
を
育
て
る
た
め
、
学
校

と
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

教
育
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

燕
確
か
な
学
力
の
向
上

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に

お
け
る
本
町
の
児
童
生
徒
の
傾

向
を
踏
ま
え
、
小
・
中
学
校
に
お

け
る
学
校
改
善
プ
ラ
ン
等
に
基

づ
く
組
織
的
な
取
り
組
み
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
道
教
委
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
効
果
的
な

活
用
、
学
習
規
律
の
徹
底
、
言
語

活
動
の
充
実
、
習
熟
度
に
応
じ
た

指
導
の
工
夫
改
善
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
を
含
む
日
常
授
業
の
改
善
、
家

庭
学
習
の
定
着
に
取
り
組
み
ま

す
。外

国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
外
国
語
指
導
助
手
を
小
・

中
学
校
に
派
遣
し
、
基
礎
的
・
実

践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
特

色
あ
る
国
際
理
解
教
育
と
し
て
、

外
国
の
現
地
学
校
に
お
い
て
、
実

践
的
な
英
語
環
境
の
中
で
短
期

留
学
を
行
う
「
中
学
生
国
際
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」
は
、
こ
れ
ま

で
に

名
の
生
徒
を
派
遣
し
ま

10

し
た
が
、
本
年
度
も
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

燕
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の

育
成

「
学
校
で
の
教
育
活
動
す
べ
て

が
道
徳
教
育
で
あ
る
」
と
い
う
考

え
に
基
づ
き
、
学
校
の
教
育
活
動

全
体
を
通
じ
て
、
道
徳
教
育
を
推

進
し
ま
す
。

い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

い
じ
め
の
芽
は
、
ど
の
子
ど
も
に

も
生
じ
得
る
と
い
う
強
い
認
識

に
立
ち
、
常
日
頃
か
ら
い
じ
め
が

起
き
な
い
学
校
経
営
に
努
め
る

と
と
も
に
、
い
じ
め
の
疑
い
が
あ

る
場
合
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も

っ
て
組
織
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
問
題
の
一
番
近

く
に
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
主
体

的
に
考
え
、
こ
の
問
題
の
根
絶
に

向
け
行
動
す
る
力
を
培
う
こ
と

を
願
い
、
本
年
度
も
「
仲
間
づ
く

り
子
ど
も
会
議
」
を
開
催
し
ま

す
。不

登
校
や
問
題
行
動
に
つ
い

て
は
、
小
・
中
・
高
校
の
連
携
し

た
実
態
把
握
と
継
続
的
な
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
児
童
生
徒

の
心
の
ケ
ア
を
実
施
し
ま
す
。

体
罰
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
一

人
ひ
と
り
が
正
し
く
理
解
し
、
体

罰
を
認
め
な
い
姿
勢
と
起
こ
さ

な
い
た
め
の
意
識
を
高
め
る
と

と
も
に
、
校
内
研
修
や
個
人
面
談

な
ど
を
通
じ
て
指
導
の
徹
底
を

図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
べ
る
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

健
や
か
な
体
の
育
成
に
つ
い

て
は
、
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運

動
習
慣
等
調
査
に
お
け
る
児
童

生
徒
の
傾
向
を
踏
ま
え
、
学
校
の

特
色
を
生
か
し
た
体
力
づ
く
り

の
「
1
校
1
実
践
」
の
取
り
組
み

や
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は

ん
」
運
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
健
康
の
保

持
増
進
に
つ
い
て
は
、
健
康
診
断

等
を
通
し
て
、
そ
の
管
理
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
、
虫
歯
予
防
に
効

果
の
あ
る
「
フ
ッ
化
物
洗
口
」
を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、「
農

業
が
も
つ
食
の
す
ば
ら
し
さ
を

伝
え
る
」
と
い
う
本
町
食
育
の
基

本
理
念
の
下
、
給
食
に
お
け
る
地

元
農
産
物
の
活
用
な
ど
、
基
幹
作

物
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
南
幌
産
の
給
食
用
米
を

全
額
町
費
負
担
し
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

燕
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
と
教

育
活
動
の
充
実

学
校
が
重
点
目
標
の
達
成
状

況
等
に
つ
い
て
評
価
す
る
自
己

評
価
と
、
保
護
者
や
地
域
住
民
等

が
学
校
の
自
己
評
価
の
結
果
に

つ
い
て
評
価
す
る
学
校
関
係
者

評
価
を
、
実
施
・
公
表
し
て
学
校

運
営
の
改
善
に
生
か
し
ま
す
。

ま
た
、「
地
域
と
と
も
に
子
ど

も
を
育
て
る
」
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
地
域
が
学
校
の
教
育
活
動
を

応
援
し
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進

め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
導
入
に
向
け
て
、
学
校
及
び
関

係
機
関
等
と
協
議
し
な
が
ら
準

備
を
進
め
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
に
望
ま
し
い
勤
労
観

や
職
業
観
を
育
て
る
た
め
、
総
合

的
な
学
習
や
職
業
体
験
活
動
等

を
効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
小
・
中
学
校
に
特
別

支
援
教
育
学
習
支
援
員
を
配
置

し
、
普
通
学
級
に
在
籍
す
る
配
慮

を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
学

習
や
学
校
生
活
の
支
援
に
努
め

ま
す
。

燕
教
育
環
境
の
充
実

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
、
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
と
防

災
機
能
強
化
対
策
の
改
修
工
事

を
完
了
し
、
児
童
生
徒
の
安
全
を

確
保
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

『子育て』と『人づくり』を重点にした施策を進めます

教育行政執行方針
教育行政を執行するにあたっての基本的な考え方

本町の豊かな自然を生かした教育環境づくりに努め、「学ぶ力

の育成」、「豊かな心の育成」、「健やかな体の育成」を柱とし、

知・徳・体のバランスのとれた子どもの育成に取り組みます。
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ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

安
全
、
安
心
な
通
学
の
確
保
に
努

め
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
車
両
を

年
次
計
画
に
基
づ
き
更
新
し
て

き
ま
し
た
が
、
本
年
度
「
さ
く
ら

号
」
の
更
新
に
よ
り
全
て
完
了
し

ま
す
。

高
等
学
校
に
通
学
す
る
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
、
引
き
続
き

「
高
校
生
通
学
費
補
助
事
業
」
を

実
施
し
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

燕
南
幌
高
校
に
対
す
る
支
援

南
幌
高
校
に
つ
い
て
は
、
入
学

者
が
減
少
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
生

徒
の
将
来
に
向
け
た
進
路
の
実

現
を
応
援
す
る
た
め
、
生
徒
の
資

格
取
得
補
助
を
拡
大
す
る
ほ
か
、

新
た
に
進
学
入
学
金
補
助
、
海
外

研
修
補
助
を
創
設
し
、
魅
力
あ
る

高
校
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

燕
姉
妹
町
児
童
交
流
の
推
進

熊
本
県
多
良
木
町
と
の
児
童

交
流
学
習
事
業
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
で
７
回
目
を
迎
え
、
こ
の

間
、
多
く
の
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
、
児
童
の
み
な
ら
ず
、

家
族
ぐ
る
み
・
地
域
ぐ
る
み
の
輪

が
広
が
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
両

町
の
絆
を
一
層
深
め
る
交
流
を

進
め
ま
す
。

２

社
会
教
育
の
推
進

生
涯
学
習
推
進
本
部
を
核
と

し
て
生
涯
学
習
推
進
基
本
構
想

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
地
域
を

担
う
人
材
の
育
成
、
社
会
教
育
関

係
団
体
へ
の
活
動
支
援
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
、
第
２
期
社

会
教
育
中
期
推
進
計
画
の
最
終

年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
社
会
教
育

審
議
会
か
ら
、
新
た
な
計
画
に
つ

い
て
の
答
申
を
い
た
だ
き
、
第
３

期
社
会
教
育
中
期
推
進
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

燕
家
庭
教
育
や
子
育
て
支
援
活
動

家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ

て
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
豊
か

な
情
操
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、
家

庭
で
の
取
り
組
み
を
よ
り
効
果

的
に
進
め
る
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

小
・
中
学
校
と
連
携
し
、
家
庭
教

育
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

の
協
力
の
も
と
、「
す
く
す
く
広

場
」「
子
育
て
メ
ソ
ッ
ド
」「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
」
な
ど
の
事
業
を
通

じ
て
、
子
育
て
支
援
活
動
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

燕
青
少
年
教
育

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事

業
」
を
中
心
と
し
た
、
学
び
の
場

や
体
験
の
場
、
生
活
習
慣
の
定
着

を
図
る
取
り
組
み
に
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
係
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
大

き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
多
様
な
学
習
活

動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
社

会
性
や
創
造
性
を
育
む
機
会
の

確
保
と
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
健
全
育
成
協
議

会
や
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
な
ど
と
連
携
・
協
力
し
、
い
じ

め
防
止
や
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
な
ど

の
青
少
年
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

燕
成
人
教
育

高
齢
社
会
を
迎
え
、
新
た
な
知

識
や
技
術
を
習
得
し
よ
う
と
す

る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
学
習
領
域

が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ぽ
ろ
ろ
」
を

拠
点
と
し
て
、
町
民
が
自
主
的
・

主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

講
座
・
教
室
の
開
設
や
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
地
域
の
人
材
の

発
掘
や
養
成
に
努
め
、
学
校
教

育
、
社
会
教
育
に
お
い
て
活
躍
で

き
る
機
会
を
創
出
し
、
町
民
の
生

き
が
い
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

燕
芸
術
・
文
化
活
動

文
化
活
動
に
つ
い
て
は
、
文
化

協
会
加
盟
団
体
が
中
心
と
な
り
、

町
民
総
合
文
化
展
や
芸
能
発
表

会
な
ど
多
彩
な
発
表
活
動
を
展

開
し
て
お
り
、
町
民
生
活
に
お
け

る
文
化
的
な
水
準
を
高
め
て
い

く
こ
と
か
ら
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
町
民
が
文
化
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
高
め
、
地
域
に
根

ざ
し
た
芸
術
・
文
化
を
推
進
し
て

い
く
た
め
、
学
校
や
文
化
協
会
と

連
携
し
、
優
れ
た
芸
術
鑑
賞
の
機

会
や
郷
土
芸
能
に
触
れ
る
機
会

を
拡
充
し
、
文
化
振
興
に
努
め
ま

す
。

燕
ス
ポ
ー
ツ
活
動

高
齢
社
会
を
迎
え
、
町
民
の
健

康
に
対
す
る
関
心
も
益
々
高
ま

り
、
心
身
と
も
に
健
康
で
充
実
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
年
齢
・

体
力
・
技
術
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ

教
室
や
体
力
づ
く
り
教
室
、
各
種

大
会
な
ど
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
連

携
を
図
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
本
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン

す
る
町
民
プ
ー
ル
を
拠
点
と
し

た
、「
水
泳
教
室
」「
水
中
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
」「
水
泳
大
会
」
な

ど
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

く
利
用
で
き
る
事
業
を
展
開
し
、

健
康
の
増
進
、
体
力
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

燕
読
書
活
動

読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
読
み
聞
か

せ
や
朝
読
書
な
ど
、
本
と
触
れ
合

う
場
を
提
供
し
、
広
い
視
野
と
豊

か
な
感
性
を
養
う
読
書
習
慣
の

定
着
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図

書
室
に
お
い
て
、「
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
会
」
や
「
一
日
司
書
体
験
」

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
図
書
検

索
シ
ス
テ
ム
、
夜
間
開
館
な
ど
の

利
用
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
周
知

を
行
な
い
、
町
民
が
親
し
み
を
持

ち
、
い
つ
で
も
誰
で
も
気
軽
に
集

え
る
施
設
運
営
に
努
め
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。



平成28年度町政執行方針・予算概要
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南幌町

増減率平成27年度平成28年度区 分

7.8％52億1,086万円56億1,964万円一 般 会 計

3.0％12億2,070万円12億5,727万円国 民 健 康 保 険特

別

会

計

△3.5％６億5,938万円６億3,660万円病 院 事 業

△24.7％２億8,935万円２億1,775万円下 水 道 事 業

2.7％1,429万円1,467万円農 業 集 落 排 水 事 業

7.6％６億3,908万円６億8,745万円介 護 保 険

△2.0％9,195万円9,011万円後 期 高 齢 者 医 療

4.9％81億2,561万円85億2,349万円計

猿町の貯金(基金) 猿借金残高と返済額の推移

金 額基 金 名

8億7,085万円財 政 調 整 基 金

3億2,947万円減 債 基 金

1,418万円教 育 振 興 基 金

1,330万円地 域 福 祉 振 興 基 金

105万円南幌温泉ハート＆ハート基金

1,066万円中山間ふるさと水と土保全基金

7,407万円ふ る さ と 応 援 基 金

887万円農 業 支 援 対 策 基 金

13億2,245万円計

5.0

10.0

15.0

20.0

0.0 0.0

借
金
残
高

返
済
額

（億円） （億円）

（平成27年度末見込み）

歳出 歳入
議会費

5,554万円 1.0％

返済額 借金残高

H26H19H20H21H22H23H24H25

町税
7億3,196万円 13.0％

地方譲与税
8,000万円 1.4％

地方消費税交付金
1億6,100万円 2.9％

地方交付税
24億2,000万円 43.1％

分担・負担・使用料等
7,293万円 1.3％

国・道支出金
8億7,913万円 15.6％

繰入金
3億2,629万円 5.4％

諸収入
1億2,849万円 2.3％

町債
7億3,480万円 13.1％

その他収入
1億6,504万円 1.9％

総務費
17億7,182万円 31.5％

民生費
8億9,419万円 15.9％

衛生費
5億6,677万円 9.0％

農林水産業費
6億4,007万円 11.4％

商工費
3,090万円 0.6％

土木費
3億6,853万円 6.6％

消防費
2億7,197万円 4.8％

教育費
4億3,972万円 7.3％

公債費
6億6,913万円 11.9％

予備費
100万円 0.0％

猿各会計の予算

猿一般会計予算の内訳

噛

平成28年度予算額 85億2,349万円Nanporo-cho
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